
























































｡放置場所 :戟-教室 小一年小 乳一乳児室 ホーホール･遊戯室 音一音楽室 礼-礼拝 ･本堂 外一屋外
･主な使用法 :鼓一鼓笛 進一遊び 末一未使用
･幼保の区別 :園の欄 ()無しは幼稚園 ()付きは保育園 1992.8現在
園 グランド アップライ ト 足 踏 み 電 気 電 子 電 子 シンセ 備 考ピ ア ノ ピ ア ノ オルガン オルガン ピ ア ノ オルガン サイザ
1 6教 1遊 l小 1小
2 1ホ 7教 1未 1遊
3 lホ 4教 l教 1ホ l鼓
4 1ホ 11教 2正 1ホ 2教
5 1ホ 6教 2小
6 1ホ 3教 1未 1ホ l教
7 1ホ ll教 2教 1ホ 1較
8 1ホ 5教 2遊 1ホ
9 6教 1ホ 5ホ 1ホ
10 1ホ 1未 6教 1教
ll 1ホ 9教 8教 2遊 1ホ 1礼 1教
12 5教 1ホ 1兼 1教
13 lホ 2教 1教 1教 1教
14 1ホ 4教 3末 1教 1礼 lホ
15 4教 1遊 1教 2未 1教 2故 l遊 音楽教室
16 1遜 2教 3教 l数
17 4教 1逝 6敬 l遊 電子ピアノg人計画
18 4教 1ホ 4教 1兼 2教 1ホ
19 1ホ 9故
20 1礼 3教 1未
21 7教 1道 l音 3未 12音 1着 音楽教室
22 2教 l遊 2遜 4遊 4教 1遭
23 lホ 1 10数 lホ 1外 母の会
24 1ホ 5# l% lO音 1音 lホ 音楽教室
25 1ホ 11教 5音
(1) 1ホ 4教 3乳 lo曹 1音 1教
(2) 1遊 7教
(3) 1遊 2教 l乳 2教 2教 1外
(4) 2教 1ホ 2未 1鞍
(5) 3教 1ホ 1遊 2未 1教
(6)● 4教 1ホ 3乳 2教 1ホ
(7) 1ホ 3教 7ホ 2教
(8) 6教 6未 2教
(9) 3教 1教 2兼 1未 1ホ
(10) 1ホ 8教 2乳 1教 3鼓
(ll) lホ 6教 2小 1音 1ホ 1敏
(12) lホ l遊 1乳 2教
(13) 3数 1ホ 3教
(14) lホ 4教 1ホ l音 沸人計画を考慮中




































































































































② リー ド･オルガンから電気オルガン ･電
子オルガンを経て電子ピアノを導入し､
現在に至っている｡
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しかし､実際の使用感からは､電子楽器に
全幅の信頼をおけないでいる姿が読みとれる｡
なかでも､良い点としてあげられているのは
外側の形の部分ばかりで､楽器として本来重
要な音や表現力に関しては､悪い点としてマ
イナス面ばかりがあげられているoこれらの
感想は､これまでの研究内容(1)(2)とよく一
致している｡色々な音が出せることも電子楽
器の重要なセールスポイントであるにもかか
わらず､結局はす ぐ飽きられている場合が多
かった｡しかも､外側の部分については､教
育現場を考慮して製作された楽器が少ないた
め､知らずに一般の市販品を購入し､電子部
品の故障どころか本体ケースまで壊してしま
うという事例もいくつ聞かれ､けっして良い
点ばかりとはいいがたい｡すでに電子ピアノ
を使用している園からは､｢できれば使用を全
面的にやめたい｣､｢できればもう使いたくな
いと思った｣､という感想が多く聞かれた｡
現在､電子ピアノを使っている園で､今後
の購入を計画している園はほとんどなかったo
反対に､電子ピアノ導入を考慮している園も
いくつかあった｡ 理由としては､使用して
いる園が増えてきて､少し遅れをとっている
のではないかという気持ちと､楽器を入れ替
えなければならない時期にきていること､新
しいものに対する関心等があげられた｡
(6) 電子ピアノしか経験のない先生
また､聞き取りによって新たな問題も発見
された｡
子どものときから電子ピアノで習い始め､
養成大学でも電子ピアノで過ごした｡就職 し
た現在の園にあるピアノを弾いてみたが鍵盤
が重 くて弾きにくいので､す ぐに電子ピアノ
に戻ってしまい､それきり触ったことがない､
という先生の存在である｡
たしかに､電子ピアノは一般家庭にも急速
に普及しつつあl)､このような先生が現れる
のも当然の成りゆきであろう｡その理由も､
現在の住宅事情から考えてうなずける面があ
る｡調査はしていないが､本学の学生の内に
も､下宿生を中心に結構な数の電子ピアノが
使われている｡
しかし､調査を始めるにあたって､このこ
とは予想していなかっただけにたいへん驚い
たことであった｡今後､このような状況の先
生がもっと増えるのかどうかを見まもってい
く必要を強く感じた｡
(7) その他の電子楽器
シンセサイザーは､予想していたより使用
されている台数が少なかったO-般社会では､
コンピュータとの関連もあt)､かなり複雑な
使い方をされているが､幼児教育の場では､
主に鼓笛､書遊び､ リトミック等であった｡
電子オルガンは､ホール等の広い部屋に置
かれ､式典や大きな行事の時にしか使わない
園がほとんどであり､中にはほこりをかぶっ
たままであったリ､物置にしまわれたままに
なっているところも結構あった｡使用頻度は
極端に減ってきている｡また､園長を含めて､
先生たちから積極的に便おうという意欲は感
じとれなかった｡
①足鍵盤があるためうまく扱える先生がい
ない｡また､使いこなそうとする意欲を
もった先生もいない｡
②形が大きく重いので移動がたいへんであ
る｡
③他の楽器を使えばたいていは用が足り
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る｡電子オルガンでなければならない場
面がほとんどない｡
等が､大きな理由であった｡要するに､音楽
的に晋に魅力がないということである｡
(8) まざらわしい電子楽器
今回の調査をとおして感じたこであるが､
電子楽器の種類の多きから､質問しただけで
は､どのような楽器なのか判断できないとき
が非常に多かった｡特に､電子楽器の発音の
メカニズムについて知識のないものにとって
は､出せる音の種類とその重みづけが違 うだ
けでどれも似たような音がして､どう分類し
たらよいのかまざらわしく､結局は直接見て
確認させてもらうことが多かった｡
(9) 音楽教室の併設
調査した中に､教室を楽器店等の音楽教室
に貸し､設置された楽器を教育活動に利用し
ている園がいくつかみられた｡それ等のどれ
もが､電子ピアノか電子オルガンでの集団レ
ッスンの形態をとっており､アコースティッ
クのピアノを1-2台しか設置していなかっ
たのは､楽器メーカーの販売戦略という点か
らみても､家庭への電子ピアノ･オルガンの
普及などとある程度の関連かあるとおもえる｡
5.結 び
電子楽器とアコースティ､ソクな楽器との決
定的な違いは､音がスピーカという､本来と
は異なる素材から再生されることだろう｡こ
の問題は､音響技術の重要な要素としてレコ
ー ドやアンプの出現以来研究され続けてきて､
なお､原音と同じにはなりえていない困難な
問題である｡
また､楽器として解決しなければならない
技術的な問題も数多く見受けられる｡最も強
く感じたのは､鍵盤のタッチの強さや早さを
検出するセンサーか不完全なことである｡製
作コストとの関係もあって､鍵盤を押しこと
を検知するスイッチの位置でどのくらいの圧
力で押されたかだけを何段階かに検出し､そ
れぞれの段階の波形を出力するといった方法
がとられているが､圧力そのものの検出さえ
不完全である｡また､指先に鍵盤のメカニカ
ルな反応がまったく返ってこない｡機械的な
構造をもていない以上当然のことである｡実
際に弾いてみると､これ等が原因となって､
アタ､ソクやタッチのコントロールが困難で､
演奏者は強いストレスを感じ､ときには演奏
を続けられなくなることもある｡
発音ということからいえば､シンセサイザ
ーについても同様のことがいえる｡たとえ電
子楽器でしか出せない音色であっても､音楽
表現の最も重要な､音の立ち上がりの部分の
要素が欠落したままでは､おもったような表
現ができないことになる｡
元はといえば､リー ド･オルガンもパイプ･
オルガンの代用を目的として産みだされた｡
(しかし､発音原理はパイプ ･オルガンの内
に含まれるものと同じである)
日本に初めてこの楽器が持ち込まれたとき､
他の楽器をあまり知らない日本人は西洋でつ
かわれている楽器として喜びをもって使って
いたに違いないoLかし､ピアノがしだいに
知られるようになり､そのイメージを ｢高級
で高価などアノの代 りに使われる楽器｣に変
化させていったとおもわれ､更には､｢いつか
はピアノのような本物の楽器を手にしたい｣
という願望に結びついていく｡この意識は､
高度成長期の頃まで確かに我々の心のどこか
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に残っていたO リー ド･オルガンを多用して
いた幼児教育の現場も同様ではなかったか｡
電子オルガンも､初期には同様にパイプ ･
オルガンを志向した｡しかし､電気的に波形
整形することによって､一つの波形から様々
な音高や音色が比較的容易に得られるため､
楽器としての方向を少しずつ変え､独自の立
場を確立しつつあるかのようにも見受けられ
る｡近年は固体素子と回路理論の発達により､
非常に複雑な波形処理を品質をほとんど落と
さずに行えるようになった｡さらに､デジタ
ル技術により､電子発振のいかにも電気的な
音から､実音を取 り込んだ､より原書にちか
い音源を使用するまでになってきた｡今回問
題にしている電子ピアノも､このような背景
があったからこそ産みだされたものである｡
しかし､今回の調査で強 く印象づけられた
ことは､技術的な知識をまったく持たず､こ
れらの問題点を知らないがゆえに､純粋に音
楽表現の面から電子ピアノに対する楽器とし
ての評価を出している多くの先生方の姿であ
った｡ピアノの専門家でなくても簡単に評価
しうることと､これまでの研究 ･調査の結果
からの予想が一致したことから､楽器として
の位置づけの困難さをあらためて確認した｡
電子楽器が､楽器としての独自の立場を持
てるかいなかは､それ等を使った音楽がどの
ような姿をしたものであるかという問題を抜
きには考えられないと同時に､これまで使わ
れてきた楽器によって培われた､人の音感覚
をいかに満足させられるかという問題 も重要
なことではあるまいか｡その意味で､電子ピ
アノとはどのような存在であるのかますます
わからなくなった｡
しかし､実際に使う立場としては､技術的
な問是引ま時間が解決してくれるかもしれない
ことを期待しつつ､欠点は欠点として､今あ
る電子楽器をうまく使うくふうをしていかな
くてはなるまい｡今後は､どのような表現活
動が可能なのかを研究していきたい｡
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